
ウイルスを含んだエアロゾル（<100 μｍ）は空気中に漂う
⼀⽅で、⾶沫（>100 μｍ）はすぐに地⾯に落ちる
つまり⾶沫を防いでも、エアロゾルにより空気感染してしまう
図はサイエンス誌「呼吸器系ウイルスの空気感染」Wang2021[1]より

図 5-6-1: サイエンス誌「呼吸器系ウイルスの空気感染」が掲載


